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論文内容要旨
 7リ・シュ型砂泥互層の堆積盆内における岩相変化, 縁辺相との関係を調べ, その堆積機構につ
 いての研究を行った。
 千葉県房総半島中部には, 新第三系, 第四系のフリ ッシュ型砂泥互層が厚く 発達 する。 このうち
 房総半島に広く分布する黒滝不.整合下位の上部中新統安野層は, 凝灰岩鍵層を豊富にはさみ, かつ
 良好な露出条件を示 している。 こ∂たの, 地層を細分 してその各層準を正しく側方に追跡 し, 層厚
 と岩相 の変 化や縁 辺相 との 関係 を詳 袖に調 べることができる。
 安野層は上下2つの部分よりなり, 下部はフリッシュ型砂泥互層, 上部は泥岩, 砂質泥岩, 泥質
 砂岩から構成される。 安野層の最上部は凝灰質 粗粒砂岩よりなるが, この部分は黒滝不整合によっ
 て侵食されること力抄い。 また・ 安野層の全層準にわたって各種の凝灰岩がはさまれている。
 安野層下部のフリッシュ型砂泥互層を構成する砂岩は, 中粒砂サイ ズの平均粒度を示 し, 厚さは
 2m 以下で層厚変化は大きい。 砂岩は級化層理をはじめcurrent rippe ユamination,
 Paraユユel ユamina七ion, convolu七e ユamination, ゴntraformational
 mudstone fragment, sole marksなどの堆積構造をもつ。 このことから砂岩はター
 ビダイ トであり, turbMi七y current8 から堆積 したものと考えられる。
 フリッシュ型互層を構成する泥岩は淡青灰色中粒～粗粒シル ト岩が主であり, フリッシュ型匠層
 の上部では淡青灰色～暗青灰色砂質泥岩がふ くまれる。 泥岩は厚た 10～ 20mのものが多く, 均一
 な厚さをもって拡がっている。 泥岩には保存の良い具化石や生痕がみられるが, ター ヒ' ダイ トに特
 徴的な堆積構造は表われない。 したがって, 泥岩は七urbidi ty eurrents から堆積したの
 ではなく, 潮流, 沿岸流あるいは波浪などによる陸からの細粒砕屑物の 拡散とその沈降によって堆
 積したものと考えられる。
 砂岩と泥岩は特徴的な層厚の 確率分布を示す。 砂岩の層厚は, ほぼ対数正規分布に したがい, そ
 の対数正規性は側方によぐ保存される。 層厚の対数の平均値は, フリ。シュ型互層全体の層厚変 化
 とともに変化するが, 層厚の対数の標準偏差は側方変化を示さず, どの地点でもほぼ一定 している。
 泥岩1mが堆積する間にはさま れる砂岩の数は, ポフノ ン分布に したが う。 泥岩の堆 積機構から,
 その堆積速度はほぼ時間に比例すると考えられるので, この事実はある時間内の砂岩の形成回数,
 すなわち tur bi di ty curren七s の発生回数がポフノン分布にしたがっていることを 意味す
 る。
 安野層下部のフリッシュ型互層は砂岩卓越互層と泥岩卓越互層の繰返 しであるが, 安野層 と部に'
 近づくと砂岩のはさみが少なくなり泥岩卓越互層を経て主と して泥岩からなる岩相へと移り変わる。
 安野層上 部で は, この泥 岩相は上に向って 次第 に含砂率を増 し砂質泥岩から泥質砂岩 へと変わる。
 泥質砂岩はさらに最上部の凝灰質粗粒砂岩へと 移化する。 凝灰質粗粒砂岩は エarge Scaユe
 cros s- be ddi ng や8COuring な ど浅海性堆 積物の特徴を表わ している。
 安野層に含まれる凝灰岩は, 下部と上部では明らかな差異がある。 安野層下 部のフリ ッシュ型互
 層には酸性細粒凝灰岩, 軽石凝灰岩, 軽石質スコリア凝灰岩, 中性～塩基性細粒凝灰岩, スコリフ
 一5 76一
 凝灰岩, ラピリ凝灰岩など種々のものがはさまれる。 これに対 して, 上部では, 酸性細粒凝灰岩,
 軽石凝灰岩, 中性～塩基性細粒凝灰岩はなく, 軽石質スコリフ凝灰岩, ラピリ 凝灰岩のみである。
 酸性細粒凝灰岩, 軽石凝灰岩, 中性～塩基性細粒凝灰岩は, 級化層理, curren七 ripple
 lamina七ion, parallel iamina七ion, eonvoiu七e lamination, intr-
 afO rma七ional mud8tone frag皿ent8, 60ユe marksなどタービターイ トに特徴
 的な堆積構造をもち, その層厚変化は大きい。 一方, 軽石質スコリフ凝灰岩, スコリフ凝灰岩, ラ
 ピリ凝灰岩は淘汰がよく, 上 記の堆積構造を表わさず, 層厚変化は小さい。
 安野層下部のアリ。シュ型互層と上部の泥岩相には, しばしぱ乱堆積層がはさまれる。 その厚さ
 は 2～ 150m で, 各乱堆積層は同一層準を 占めて分布 しその拡がりは 1～40k皿 である。 乱堆積層を
 構成する地層むよ ぴ岩塊は, 下位の地層のもので, しかも乱堆積層上下付近の地層より浅い海に堆
 積したものである。 例えば, 安野層下部の Tak 8ユumpはその直下の層準の地層からなり,・ 安野
 層上部の Hoj 6ユumpはその層準以下の安野層全部と清澄層上部の上層がスランプしたものであ
 る。
 凝灰岩鍵層によって, フリッシュ型砂泥互層を側方に追跡すると, それは浅海性堆 積物からなる
 縁辺相へと変化する。 その変化はまずフリッシュ型互層の砂岩が縁辺相に向って薄くなり, それと
 ともに全体の層厚も減少 して泥岩 と凝灰岩からなる泥 岩相 へと移り 変わる。 フリッシュ型互層の泥
 岩層はこの泥岩相の中へ連続するが, 砂岩層は泥岩相に入ると尖滅する。
 泥岩相は側方に次第に含砂率を増 し, 砂質泥岩相から泥質砂岩相へと変化する。 この泥岩, 砂質
 泥岩, 泥質砂岩からなる岩相は7リ・シュ型互層から浅海相 への漸移相であって, その厚さはフリ
 ッシュ型互層の4分の1以下ま で減少する。 漸移相の中で泥岩相, 砂質泥岩相 における層厚変化は
 大きいが泥質砂岩相では層厚変化は小さい。 泥岩相, 砂質泥岩相にかける層厚と泥岩の粗さの間に
 はほぼ直線関係があ って, 泥岩の 粗さに比例 して層厚は減少する。
 漸移相はさらに, ユarge 8cale erossbeddingをもつ凝灰質粗粒砂岩, 礫岩からなる
 浅海堆積相へと移化 している。 浅海堆積相にお・ける層厚変化は大きく, 局地的に変わる。
 安野層の7リ ッシュ型堆積物は, その岩相およ び堆積学的諸特徴 から堆 積盆の深い部分に堆積し
 たものと考えられ, 漸移相を通 して浅海性堆積物からなる縁辺相と関連 している。 ま た, フリ・シ
 ュ型互層の中でも砂岩の卓越する互層は堆積盆の中心部を 占める。 タービダイ ト砂岩のcurren七
 ri ppユe ユamina U on や砂岩基底の 60ユe mark6 から測定 されたpaleo-curren七
 の方向は, 北西から南 東ま たは西から東への ユongitudi naユ fiユユingを示 している。 すな
 わち, この方向から 七Ur bi di ty curre 麟sによって砕屑物が供給されたと考えられ る。
 アリ ッシュ型互層 に含まれる凝灰岩は, 前述のように種々のものがあるが, フリ。シュ型互層か
 ら漸移相へ岩相が変わると, 酸性細粒凝灰岩, 軽石凝灰岩, 中性～塩基性凝灰岩は, 薄くな一て尖
 滅する。 一方, 軽石質スコリア凝灰岩, スコリア凝灰岩, ラピリ凝灰岩は層厚, 岩相ともほとんど
 変化せずに連続している。 これらの凝灰岩は漸移相から浅海性堆積層に入ると層理が不明瞭になり,
 またしぱしば洗掘 (wa sh ou七)されて不連続となっている。
 安野層の上 部の地層は, その岩相上の特徴から漸移相に当ると考えられる。 したがって, 安野層
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 の岩相の垂直変化は, 安野1曽上部の堆積を通 して, 遺構運動に したがって堆積盆が次第に浅くなる
 ことを示す。 ま た, 東西方向における堆積物の垂直変化は, 堆積盆の中心が下部から上 部に向って
 .波動的に東から西へと移動していることを表わ している。 そ して, 堆積盆発達の最終段階では, 全
 体が隆起 して 海退相が安野層 の最上部を覆 っている。
 造構運動と関連 した安野層の堆積盆の不安定性や波動的な動きは, 地質学的, 古地理学的位置の
 相異によって日本の他の地域とは造構運動の強さ, 堆積物の種類, 火山活動の程度が異なっている
 けれども, 日本の後期中新世の著 しい特徴のひとつであると考えられる。
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 論文審査結果の要旨
 、中鳴輝 允 は千葉県 房総半島 中部, 安野層 の堆 積学的研究と題し, 千葉県 房総半島中部の中新世上
 部から 鮮新 世下部層の層位学的, 構造地質学 的研究を行なった。
 特に中新 一鮮新統間の黒滝不整合の性格ならびに その意義に ついて論じている。 堆 監責学的研究では
 安 野層の堆積環境について述べている。 中嶋によれば, 黒滝不整合は房総半島中央 部を東西にのび
 る 大きな不整合であるが, 場所により浸 食量が非常に異っている。 この 不整合は半島中央部におい
 て最も大きく削 られているが, 西部では非常に少ない。 この不 整合は 従来, 陸上とも海底とも決定
 されていなかったが, 一般傾向としては 陸上にかける浸食と して取扱われてきた。 鮮新世下部黄
                ,
 和田 暦内には, 黒滝層, 安野層等の岩石ガスラン プ状態で含まれているこ とか ら, 黒滝不整合は海
 底浸食によるものであって, 大きく浸食された部分は上述のスランピン グ帯 に含まれてい る。 本調
 査地域は束西約 ・i OK皿, 南北約 7Kmの非常に地質構造の複雑な地域であって, 岩層 変化が著 しく,
 ター ビグイ ト型の堆積物がよく 発達 しているところである。 中嶋は層位学的に凝灰岩の鍵層を利用
 して, 非常に精密な調査により層序を確立した。 この層序により安野層下部から中部にかけて, 海
 は深かったが, それより上部にかけて次第に浅くなり, 黒滝不 整合ま で隆起をつづけたことを明ら
 か に した。
 中嶋は特にフリッシ ュ型堆積物と堆積構造を重点的に研究を行ない, フリッシュ型をSandy-
 FlyschとSil七y' Fly8c血の二相に区分 し, これらの垂直, 水平分布を明らかにした。 砂岩
 礫岩の機械 的分折を行ない, 水平・ 垂直的な岩相変化により, 堆積盆は東から西にむかって, 中心
 部 が移動 したことを明らかにしている。 この 東からの 移動 と同蒔に堆積盆の深度が次第に浅くなっ
 てい る。 この上部中新世におけ る房総半島の不安定な状態は. 日本谷地にも認められ, 東方地方に
 おいては火成活動, 造陸運動, 西南日本では隆起運動, 場所によっては著 しい浸食作用等がこの時
 期の著 しい特徴であ る。 尚, 同時期の運動が国外にも存在することを明 らかに している.
 中嶋の層位学, 構造地質学, 特に堆積学への貢献によ り, 理学博士の論文と して合格と認め る。
 学力審査は昭和 48 年 2月 12日. 論文発表, 質疑応答を行って確認した。 よって中嶋の学力は理
 学研 究科博士課程修了者と同等以上であることを認 めた。
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